











































































































行う（Being̶ with）ことも援助と考えている。主に 1学期の R－PDCAサイクルは援助者が授業者
となって進め，プロジェクトの流れがイメージできるようになってから A教諭が授業者となること






















































































































































































































































































































































に 4年B組が 1つ 1つ行っていくアクションがすごく盛り上がっていた。アクションカードの開発は，
学級力向上プロジェクトの特色である「子どもたちの子どもたちによる子どもたちのための学級づく
り」という要素をより濃くすることに貢献したと考える。
（3）教師サポートの視点から
指標に基づいた協議・アクション実施・教材研究や，学期に 1回実施した「教師用自己評価アン
ケート」を活用した面接では，A教諭に対して，学校心理学におけるさまざまな援助が可能になった。
学級力の 5つの視点や学級力向上プロジェクトの概要についての情報提供は情報的援助，レーダー
チャートや授業観察に基づいて A教諭の指導について検討する際は評価的援助，A教諭の悩みを聞
いたり，がんばりを認めたりする際は情緒的援助を行うことができた。上でも述べたように，4回目
のレーダーチャートを確認しながら面接した際，A教諭は少し安心したような表情を見せた。「がん
ばっているね。」とただ言われるより，指標に基づいて認められたほうが，承認感は高まる。援助者
が何の根拠もなく「学級はよくなってますよ」と言っても A教諭は安心できなかっただろう。学級
力向上プロジェクトの学級の状態の可視化という方法的特徴が，援助者が A教諭への情緒的援助を
するうえで効果を発揮した場面だと思われた。A教諭の 1月の教師用自己評価アンケートの記述欄に
は「学級が少し静かになり，落ち着いて学習するようになった。」「係や当番の仕事には多くの児童が
進んで取り組んでいる。」などの前向きな記述があった。A教諭の学級の見方に少しずついい変化が
表れていると考えられた。
A教諭への援助を通して，この手法は，若手教員に対するスーパーバイズ，OJT，学年会のツール
としての有効な手立てになると感じた。またアンケート項目を教員のキャリアや学級の実態に合わせ
て変更ができるので，若手からベテランまで広く活用できると考える。
本実践を通して，学級崩壊が若手教員だけの問題ではない今，それぞれのニーズに応じた活用法が
できる学級力向上プロジェクトは，これからの学級経営の課題に対する 1つの有効な手立てになるこ
とが示唆された。
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